
 

 
 

 

第３  数値目標 

 

１ がんの予防・がんの早期発見、がん検診 

(1) がんの予防（１次予防） 

目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

がんの死亡

者が減少し

ている 

75 歳未満年齢調整死

亡率（人口 10 万人

対） 

72.9 65.0 国立がん研究セ

ンターがん情報サ

ービス「がん統計」

（人口動態統計）

（R4） 

がん種別 75 歳未満年

齢調整死亡率（人口

10 万人対） 

胃 

大腸 

肺 

乳房（女性） 

子宮 

肝 

 

 

 

4.4 

11.2 

11.5 

10.3 

7.1 

4.3 

 

 

 

 

 

減少 

がんの罹患

者が減少し

ている  

年齢調整罹患率(人

口 10 万人対) 

364.7 減少 令和４年度沖縄

県がん登録事業

報告（令和元年

（2019 年）の罹患

集計） 

 

※ATL のみ健康

長寿課 がん統計

HP 掲載「ATL 罹

患状況等（2019

年症例）」より罹

患数を記載 

がん種別年齢調整罹

患率（人口 10 万人

対） 

胃 

大腸 

肺 

乳房（女性） 

子宮頸部 

肝 

ATL（罹患数）※ 

 

 

 

21.5 

60.1 

36.1 

112.1 

19.3 

11.2 

110※ 

 

 

 

 

 

減少 

喫煙率と受

動喫煙が減

少できている 

 

 

 

20 歳以上の者の喫煙

率 

男性 24.2％ 

女性 5.0％ 

男性 20％ 

女性４％ 

県民健康・栄養

調査（R3） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

喫煙率と受

動喫煙が減

少できている 

両親の喫煙率 

（乳児前期、1 歳 6 か

月健診、3 歳時健診の

合計） 

父親 33.6％ 

母親 5.8％ 

父親 30％ 

母親 4％ 

こ ど も 家 庭 庁 成

育局「母子保健

事業に係る実施

状況等調査（R4） 

高校生の喫煙率 

 

男子 2.5％ 

女子 0.8％ 

０％ Takakura, et al. 

School Health 

2023;19:14-25. 

妊婦の喫煙率 2.1％ ０％ こ ど も 家 庭 庁 成

育局「母子保健

事業に係る実施

状況等調査（R4） 

県及び関係

団体は、屋

内禁煙また

は敷地内禁

煙 を 推 進

し、 受動喫

煙を防止す

る 

望まない受動喫煙（職

場・飲食店・家庭）の

機会を有する者の割合 

職場： 

   20.5％ 

飲食店： 

22.1％ 

【再】家庭 

(両親の喫

煙率) 

父親  

33.6％ 

母親  

5.8％ 

職場： 

  15％ 

飲食店：

０％ 

 

 

 

父親： 

30％ 

母親： 

4％ 

【職場・飲食店】

県民健康・栄養

調査（R3） 

 

【家庭】 

こ ど も 家 庭 庁 成

育局「母子保健

事業に係る実施

状況等調査（R4） 

喫煙者へ禁

煙 を す す め

る 

ニコチン依存症管理料

を算定する患者数(レ

セプト件数) 

2,342 増加 厚生労働省 NDB

（R3） 

感染に起因

す る が ん が

予 防 さ れ て

いる 

Ｂ型肝炎定期予防接

種実施率 

１回目： 

95.6％ 

２回目：

96.0％ 

３回目：

88.2％ 

増加 ワクチン・検査推

進課調べ（R4） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

感染に起因

す る が ん が

予 防 さ れ て

いる 

ＨＰＶワクチンの定期予

防接種実施率 

1 回目： 

21.2％ 

2 回目：

15.7％ 

3 回目： 

10.2％ 

増加 

 

ワクチン・検査推

進課調べ（R4） 

 

※接種者数を対

象人口（標準的

な接種年齢期間

の総人口）で除し

て算出している。

なお、対象人口

は中学 1 年生の

女生徒人口 

★評価方法要検討 

県及び市町

村は、感染

に 起因する

がん予防の

ワクチン接種

を推進する 

予防接種研修会の開

催回数 

０回 １回／年 

以上 

ワクチン・検査推

進課調べ（R4） 

県は、感染

に 起因する

がんのウイル

ス等の検査

を推奨する 

公費肝炎検査実施数 

①Ｂ型肝炎ウイルス検

査実施件数 

 

②Ｃ型肝炎ウイルス検

査実施件数 

 

4,241 

293(10 万人

対) 

4,250 

294(10 万人

対) 

増加 

 

 

増加 

特定感染症検査

等事業（都道府

県）・健康増進事

業（市町村）（R3） 

 

※県民人口は沖

縄県の推計人口

より 

妊婦健康診査における

ＨＴＬＶ－１抗体検査

の公費負担実施率 

100％ 100％ 

維持 

厚生労働省子ど

も家庭局母子保

健課調査（R4） 

県は、ウイル

ス性肝炎治

療の医療費

助成を行う 

公費肝炎治療開始者

数 

①Ｂ型肝炎治療開始

者数 

②Ｃ型肝炎治療開始

者数 

 

 

745 

 

47 

 

 

増加 

 

増加 

肝炎対策特別促

進事業（R4） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

生活習慣病

のリスクを高

め る過度の

飲 酒 を し て

い る人が減

少している 

生活習慣病のリスクを

高める量を飲酒してい

る者の割合 

男性(40g)： 

17.2％ 

女性(20g)： 

13.1％ 

 

16.0％ 

 

11.0％ 

県民健康・栄養

調査（R3） 

 

 

節度ある適度な飲酒

量（1日平均純アルコー

ルで約 20ｇ程度）を知

っている人の割合（20

歳以上） 

41.1％ 50％ 

高校生の飲酒率 男子 4.9％ 

女子 4.5％ 

０％ 

０％ 

Takakura, et al. 

School Health 

2023;19:14-25 

生 活 習 慣

（適正体重

維 持 等 ） が

改 善 し て い

る 

運動習慣者の割合 

①20 歳～64 歳の男性 

②20 歳～64 歳の女性 

③65 歳以上の男性 

④65 歳以上の女性 

 

30.3％ 

19.3％ 

56.6％ 

43.0％ 

 

33％ 

26％ 

60％ 

46％ 

県民健康・栄養

調査（R3） 

 

 

適正体重を維持してい

る者 

①20～60 歳代男性の

肥満者の割合 

②40～60 歳代女性の

肥満者の割合 

20～30 歳女性のやせ

の割合 

 

 

46.0％ 

 

31.7％ 

 

16.7％ 

 

 

35％ 

 

28％ 

 

16％ 

①③国保連合会

健診データ（R4） 

②NDB オープンデ

ータ（R2） 

 

 

野菜摂取量 

１日当たりの平均摂取

量(成人) 

285.6g 310g 県民健康・栄養

調査（R3） 

［簡易型自記式

食事歴法質問票

（BDHQ）］ 

 

 

果物摂取 

１日当たりの平均摂取

量(成人) 

127.4g 130g 

食塩摂取量 

１日当たりの平均摂取

量(成人) 

13.0g 10.0g 
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 (2) がんの早期発見、がん検診（２次予防） 

目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

がん（胃・大

腸・肺・乳・

子 宮 頸 ） の

死亡率が減

少している 

【再】がん種別75歳

未 満 年 齢 調 整 死

亡率(人口 10 万対) 

（胃・大腸・肺・乳・

子宮頸） 

胃 4.4 

大腸 11.2 

肺 11.5 

乳房(女性) 

10.3 

子宮 7.1 

減少 国立がん研究セ

ンターがん情報サ

ー ビ ス 「 が ん 統

計」（人口動態

統計）（R4） 

がん（胃・大

腸・肺・乳・

子 宮 頸 ） の

進行がん罹

患率が減少

している 

進行がん罹患率 

（胃・大腸・肺・乳・

子宮頸） 

－ 

 

 

 

減少 ★今後、数値公

表があり次第把

握予定 

科学的根拠

に基づいたが

ん検診が行

なわれている 

 

国の指針に基づく対

象年齢で検診を実

施している市町村の

割合 

 

胃 7.7％ 

大腸 51.2％ 

肺 39.0％ 

乳 87.2％ 

子宮頸 89.7％ 

増加 

 

国立がん研究セ

ンター「市区町村

におけるがん検診

チェックリストの使

用に関する実態

調査」（R3） 国の指針に基づく受

診間隔で検診を実

施している市町村の

割合 

 

胃 12.8％ 

大腸 100％ 

肺 95.1％ 

乳 51.3％ 

子宮頸 46.2％ 

増加 

 

国の指針に基づか

ない何らかの部位で

がん検診を実施して

いる市町村の割合 

53.7％ 減少 

市町村と検

診機関は 、

国の指針に

基づいたがん

検診を指針

に 基 づ い た

方法で実施

する 

国の指針に基づか

ない前立腺がん検

診(ＰＳＡ検査)を実

施している市町村の

割合 

52.1％ 減少 国立がん研究セ

ンター「市区町村

におけるがん検診

チェックリストの使

用に関する実態

調査」（R3） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

市町村と検

診機関は 、

国の指針に

基づいたがん

検診を指針

に 基 づ い た

方法で実施

する 

国の指針に基づか

ない子宮体がん検

診(細胞診)を実施

している市町村の割

合 

０％ ０％ 

維持 

国立がん研究セ

ンター「市区町村

におけるがん検診

チェックリストの使

用に関する実態

調査」（R3） 国の指針に基づか

ないエコーによる検

診（肝臓、卵巣、甲

状腺）を実施してい

る市町村の割合 

０％ ０％ 

維持 

検診の適切

な精度管理

が 行 わ れ て

いる 

 

 

 

要精検率 

 

※40<胃 50/子宮

頸 20>～74 歳  

胃 6.2％ 

大腸 6.5％ 

肺 1.7％ 

乳 8.1％ 

子宮頸 3.0％ 

7.7％以下 

6.8％以下 

2.4％以下 

6.4％以下 

2.5％以下 

厚生労働省「地

域保健・健康増

進 事 業 報 告 」

（令和元年度一

次検診受診者） 

精密検査受診率 

 

※40<胃 50/子宮

頸 20>～74 歳 

胃 66.7％ 

大腸 57.2％ 

肺 59.1％ 

乳 75.9％ 

子宮頸 65.5％ 

90％以上 

 

厚生労働省「地

域保健・健康増

進 事 業 報 告 」

（令和元年度一

次検診受診者の

令和２年度まで

の精密検査受診

状況） 

 

㊟ 精 検 受 診 率

＋ 未 受 診 率 ＋

未 把 握 率 ＝

100％として算出

す る た め 、 未 把

握率が悪化する

と未受診率が圧

縮され、低いこと

をもって評価でき

ない場合もある。 

精検未受診率 

 

※40<胃 50/子宮

頸 20>～74 歳 

胃 10.4％ 

大腸 15.4％ 

肺 10.2％ 

乳 4.9％ 

子宮頸 9.0％ 

5.0％以下 

㊟ 

精検未把握率 

 

※40<胃 50/子宮

頸 20>～74 歳 

   胃 22.9％ 

  大腸 27.4％ 

   肺 30.7％ 

   乳 19.3％ 

子宮頸 25.5％ 

5.0％以下 

がん発見率 

 

※40<胃 50/子宮

頸 20>～74 歳 

   胃 0.07％ 

 大腸 0.12％ 

   肺 0.02％ 

   乳 0.28％ 

子宮頸 0.04％ 

0.19％以上 

0.21％以上 

0.10％以上 

0.31％以上 

0.15％以上 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

検診の適切

な精度管理

が 行 わ れ て

いる 

 

 

 

陽性反応適中度 

 

※40<胃 50/子宮

頸 20>～74 歳 

胃 1.06％ 

大腸 1.92％ 

肺 0.99％ 

乳 3.46％ 

子宮頸 1.23％ 

2.5％以上 

3.0％以上 

4.1％以上 

4.8％以上 

5.9％以上 

厚生労働省「地

域保健・健康増

進 事 業 報 告 」

（令和元年度一

次検診受診者の

令和２年度まで

の精密検査受診

状況） 

 

※ R5.6 「 が ん 検

診事業のあり方

について」にて示

された新しいプロ

セス指標。具体

的な指標算出方

法が示された後

に指標修正する

可能性あり。 

ＣＩＮ３以上発見率

（子宮頸） 

子宮頸 0.16※ 

「子宮頸がんで

あった者(転移

性を含まない)」

「ＡＩＳであった

者」「ＣＩＮ３であ

った者」の合計 

0.15％以上 

非初回受診者の２

年 連 続 受 診 者 割

合（乳・子宮頸） 

乳 12.3％※ 

子宮頸  

12.2％※ 

R3 受診者数の

うち２年連続受

診者数(R2→

R3) 

 

 

30％以下 

 

40％以下 

要精検率の基準値

を達成している市町

村の割合 

 

※40<胃 50/子宮

頸 20>～74 歳 

胃  

84.6％(33/39) 

大腸  

51.2％(21/41) 

肺  

75.6％(31/41) 

乳     

25.0％(10/40) 

子宮頸 

53.7％(22/41) 

 

増加 厚生労働省「地

域保健・健康増

進 事 業 報 告 」

（令和元年度一

次検診受診者） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

検診の適切

な精度管理

が 行 わ れ て

いる 

 

精検受診率の基準

値（90％以上）を達

成している市町村の

割合 

※40<胃 50/子宮

頸 20>～74 歳 

胃     

27.3％(9/33) 

大腸    

2.4％(1/41) 

肺      

6.9％(2/29) 

乳     

23.7％(9/38) 

子宮頸 

17.9％(7/39) 

増加 厚生労働省「地

域保健・健康増

進 事 業 報 告 」

（令和元年度一

次検診受診者の

令和２年度まで

の精密検査受診

状況） 

精検未把握率の目

標値（５％以下）を

達成している市町

村の割合 

※40<胃 50/子宮

頸 20>～74 歳 

胃     

30.3％(10/33) 

大腸   

14.6％ (6/41) 

肺    

17.2％ (5/29) 

乳     

26.3％(10/38) 

子宮頸 

33.3％(13/39) 

増加 

県は 、市町

村及び検診

機関の担当

者に対し、が

ん検診の精

度管理に関

する情報提

供を行うとと

も に 研 修 へ

の参加を促

す 

 

 

 

 

全国がん検診従事

者研修を修了した

職員が在籍する市

町村の割合 

36.6％ 増加 県 健 康 長 寿 課

調べ（R4） 

県が開催するがん

検 診 事 業 担 当 者

説明会に参加した

市町村の割合 

73.2％ 増加 県 健 康 長 寿 課

調べ（R4） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

県、市町村

及び検診機

関は 、精度

管理の向上

に取り組む 

 

プロセス指標を集計

している検診機関の

割合 

 

※胃はＸ線 

   胃 57.5％ 

 大腸 64.5％ 

   肺 65.6％ 

   乳 54.8％ 

子宮頸 65.0％ 

増加 県(県医師会委

託)「がん検診精

度管理調査」 

（R4） 

市区町村用がん検

診チェックリスト全項

目の実施率 

 

※集団検診(胃はＸ

腺) 

   胃 62.4％ 

 大腸 62.0％ 

   肺 62.2％ 

   乳 61.8％ 

子宮頸 62.2％ 

増加 

 

国立がん研究セ

ンター「市区町村

におけるがん検診

チェックリストの使

用に関する実態

調査」（R3） 

検診機関用がん検

診チェックリスト全項

目の実施率 

 

※胃はＸ腺 

胃 75.9％ 

大腸 86.1％ 

肺 78.7％ 

乳 87.0％ 

子宮頸 87.6％ 

増加 県(県医師会委

託)「がん検診精

度管理調査」 

（R4） 

県は 、精度

管理に関す

る検討を行

い 、 結 果 を

公開する 

県ががん検診チェッ

クリスト結果を公開

している市町村の割

合 

100％ 100％ 

維持 

県 web サイト掲

載市町村（R3） 

県ががん検診チェッ

クリスト結果を公開

している検診機関の

割合 

 

胃（X 線）   

93.2％ 

胃（内視鏡）

89.3％ 

大腸 89.4％ 

肺 89.1％ 

乳 97.7％ 

子宮頸 91.2％ 

 

 

 

 

 

 

増加 県 web サイト掲

載 検 診 機 関

（R4） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

検診受診率

が 向 上 し て

いる 

が ん 検 診 受 診 率

（国民生活基礎調

査） 

 

※40<胃 50/子宮

頸 20>～69 歳 

胃  47.6％

(過去 2 年) 

大腸 38.4％

(過去 1 年) 

肺  44.5％

(過去 1 年) 

乳  48.8％

(過去 2 年) 

子宮頸45.3％ 

(過去 2 年) 

60％以上 

 

厚生労働省「国

民 生 活 基 礎 調

査」（R4） 

 

市町村対策型がん

検診受診率（地域

保健・健康増進報

告） 

 

※40<胃 50/子宮

頸 20>～69 歳 

   胃 7.1％ 

 大腸 6.4％ 

    肺 7.0％ 

    乳 12.1％ 

子宮頸 12.9％ 

増加 厚生労働省「地

域保健・健康増

進報告」 

（R3） 

市町村は 、

が ん 検 診 の

対象者に対

して、がん検

診の意義及

び必要性に

ついて、わか

り や す い 説

明を行う 

受診勧奨時に「検

診機関用チェックリ

スト１.受診者への

説明」が全項目記

載された資料を全

員に個別配布して

いる市町村の割合 

 

※集団検診(胃はＸ

腺) 

    胃 83.8％ 

  大腸 82.5％ 

    肺 82.5％ 

    乳 87.1％ 

子宮頸 82.4％ 

増加 国立がん研究セ

ンター「市区町村

におけるがん検診

チェックリストの使

用に関する実態

調査」（R3） 

普及啓発のための

キャンペーンを実施

している市町村の割

合 

 

 

 

 

56.0％ 増加 県 健 康 長 寿 課

調べ（R4） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

市町村は 、

科学的かつ

効率的な手

段を用いて、

がん検診及

び精密検査

の対象者へ

受診勧奨・

再勧奨を行

うとともに、精

密検査受診

者の把握に

努める 

対象者全員に個別

に 受 診 勧 奨 （ コ ー

ル）を行っている市

町村の割合 

 

※集団検診(胃はＸ

腺) 

    胃 62.2％ 

  大腸 60.0％ 

    肺 60.0％ 

    乳 77.4％ 

子宮頸 73.5％ 

増加 国立がん研究セ

ンター「市区町村

におけるがん検診

チェックリストの使

用に関する実態

調査」（R3） 

未受診者全員に対

し再度の受診勧奨

（リコール）を個別に

行っている市町村の

割合 

 

※集団検診(胃はＸ

腺) 

    胃 10.8％ 

  大腸 15.0％ 

    肺 12.5％ 

   乳 9.7％ 

子宮頸 14.7％ 

増加 

市町村は 、

検診機関等

と協力して、

が ん 検 診 の

利便性向上

を図る 

休 日 ( 土 日 ・ 祝

日）、早朝又は深

夜に集団検診を実

施している市町村の

割合 

 

※集団検診 

    胃 81.6％ 

  大腸 80.5％ 

    肺 82.9％ 

    乳 39.4％ 

子宮頸 36.4％ 

増加 厚生労働省「市

区町村における

がん検診の実施

状況調査」（R3） 

 ※がん検診の感度・特異度については、国から指標の算出方法が示された後に捕捉する

こととする。 
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２ がん医療 

(1) がん医療提供体制等 

目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

住 ん で い る

地域に関わ

らず、適切な

医療連携に

基 づ く 患 者

本 位 の が ん

医療を受け

られている 

 

 

 

がんの診断・治療全般

の総合評価（平均点

又は評価が高い人の

割合） 

 

－ 

【参考】 

H30 患者体験調査類似項目 

平均点：8.2 点 

評価8以上：75.5％ 

増加 令和５年度患

者 体 験 調 査

（予定） 

がん種別５年相対生

存率 

全部位 

胃 

大腸（結腸・直腸） 

肺 

乳房 

子宮頸部 

（2014 年診断） 

 

62.2％ 

59.9％ 

66.3％ 

27.0％ 

89.1％ 

67.4％ 

増加 令和４年度沖

縄県がん登録

事業報告（令

和元年（2019

年）の罹患集

計） 

身体的な苦痛を抱え

るがん患者の割合 

－ 

【参考】 

H30 患者体験調査類似項目 

31.6％ 

減少 令和５年度患

者 体 験 調 査

（予定） 

精神心理的な苦痛を

抱えるがん患者の割合 

－ 

【参考】 

H30 患者体験調査類似項目 

26.1％ 

減少 

患者が「がん

診 療 を 行 う

医 療 機 関 」

において、各

医療機関の

機能分担に

応 じ た 質 の

高い安心な

医療が受け

られている。 

担当した医師ががんに

ついて十分な知識や経

験を持っていたと思う患

者の割合 

－ 

 

増加 令和５年度患

者 体 験 調 査

（予定） 

感染症のまん延や災

害等の状況においても

必要ながん医療を提

供する体制を確保する

ためのＢＣＰ（事業継

続計画）について整備

しているがん診療を行う

医療機関の割合 

65.38％ 100％ 健 康 長 寿 課

調 べ （ 2023

年） 

以降、医療機

能 調 査 （ 予

定） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

病理診断医

の適正配置

に 努 め 、 病

理診断の質

の向上を図

る 

病理診断に携わる専

門的な知識及び技能

を有する常勤の医師が

１名以上配置されてい

る拠点病院等の数 

５ ６ 厚 生 労 働 省

「がん診療連

携 拠 点 病 院

等 の 現 況 報

告」（R4 調査

（ 令 和 ４ 年 ９

月１日時点））

様式 4 

がんゲノム医

療 ・ が ん 研

究等を推進

する 

がんゲノム情報管理セ

ンターに登録された患

者数（県内がんゲノム

医療連携病院） 

83 件 

 

増加 県内がんゲノ

ム 医 療 連 携

病院からの情

報提供 

 

※2021.7.1～ 

2022.6.30 

臨床試験を実施したが

ん診療を行う医療機

関の割合 

38.46％ 増加 健 康 長 寿 課

調 べ （ 2023

年）以降、医

療 機 能 調 査

（予定） 

※R4.1.1～ 

R4.12.31 

標準治療及

び必要な患

者が最新の

知見に基づく

最適な治療

を受けられて

いる 

悪性腫瘍手術の実施

件数（病院＋診療所

合計） 

435 増加 医 療 施 設 調

査（静態）（R2

調査） 

外来化学療法の実施

件数（病院＋診療所

合計） 

2,494 増加 

放射線治療の実施件

数 

2,451 増加 

がんリハビリテーション実

施医療機関数 

23 増加 厚 生 労 働 省

NDB(R3) 

がんリハビリテーション実

施件数（レセプト件数） 

4,033 増加 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

標準治療及

び必要な患

者が最新の

知見に基づく

最適な治療

を受けられて

いる 

術中迅速病理組織標

本の作製件数 

医療機関数   

15～17 

レセプト件数 1043 

増加 厚 生 労 働 省

NDB(R3) 

病理組織標本の作製

件数 

医療機関数  150 

レセプト件数 

14,013 

増加 

悪性腫瘍特異物質治

療管理料の算定件数 

医療機関数  200 

レセプト件数 

87,528 

増加 

必要な資格

をもった専門

家 に よ る 手

術治療を推

進する 

各専門医の数 

消化器外科 

 

呼吸器外科 

 

 

乳腺 

 

小児外科 

 

肝胆膵外科高度技能 

 

脳神経外科 

 

皮膚悪性腫瘍指導専

門 

泌尿器科 

 

頭頸部がん 

 

口腔外科 

（人） 

81 

 

16 

 

 

15 

 

６ 

 

３ 

 

69 

 

２ 

 

66 

 

７ 

 

23 

 

 

 

 

 

増加 

 

日本消化器

外科学会 

呼吸器外科

専門医合同

委員会 

日本乳癌学

会 

日本小児外

科学会 

日本肝胆膵

外科学会 

日本脳神経

外科学会 

日本皮膚科

学会 

日本泌尿器

科学会 

日本頭頸部

外科学会 

日本口腔外

科学会 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

必要な資格

をもった専門

家 に よ る 放

射線治療を

推進する 

専従の放射線治療に

携わる専門的な知識・

技能を有する常勤医

が１人以上配置されて

いる拠点病院の数 

３ 維持 厚 生 労 働 省

「がん診療連

携 拠 点 病 院

等 の 現 況 報

告」（R4 調査

（ 令 和 ４ 年 ９

月１日時点））

様式 4 

必要な資格

をもった専門

家 に よ る 薬

物療法を推

進する 

がん薬物療法専門医

が１人以上配置されて

いる拠点病院等の数 

１ 増加 厚 生 労 働 省

「がん診療連

携 拠 点 病 院

等 の 現 況 報

告」（R4 調査

（ 令 和 ４ 年 ９

月１日時点））

様式 4 

が ん 診 療 を

行う医療機

関 に お い て

は、適切なリ

ハビリテーショ

ンを行う 

リハビリテーションに携わ

る専門的な知識及び

技能を有する医師が

配置されている拠点病

院の数 

３ 維持 厚 生 労 働 省

「がん診療連

携 拠 点 病 院

等 の 現 況 報

告」（R4 調査

（ 令 和 ４ 年 ９

月１日時点））

様式 4 

※地域がん診

療 病 院 は 設

問なし 

ガイドライン

に 沿 っ た 適

切 な が ん 支

持療法を推

進する 

治療による副作用の見

通しを持てた患者の割

合 

－ 

【参考】 

H30 患者体験調査類似項目 

82.6％ 

増加 令和５年度患

者 体 験 調 査

（予定） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

医療従事者

に よ る 適 切

な意思決定

支援を受け

られている 

がん患者指導の実施

数 

医療機関数 

18～21 

レセプト件数 4,036 

増加 厚 生 労 働 省

NDB(R3) 

【再】担当した医師が

がんについて十分な知

識や経験を持っていた

と思う患者の割合 

－ 増加 令和５年度患

者 体 験 調 査

（予定） 

インフォーム

ドコンセント

を行い、セカ

ンドオピニオ

ンを提示する

体制を整備

する 

全てのがん患者とその

家族等に対するセカン

ドオピニオンの提示など

が適切に実施できてい

るがん診療を行う医療

機関の割合 

84.62％ 100％ 健 康 長 寿 課

調 べ （ 2023

年） 

以降、医療機

能 調 査 （ 予

定） 

患者に対するインフォー

ムドコンセントを実施で

きているがん診療を行う

医療機関の割合 

96.15％ 100％ 

アドバンス・ケ

ア・プランニン

グを行う 

患者や家族に対し必

要に応じて、アドバン

ス・ケア・プランニングを

行っているがん診療を

行う医療機関の割合 

84.62％ 

 

100％ 健 康 長 寿 課

調 べ （ 2023

年） 

以降、医療機

能 調 査 （ 予

定） 

適 切 な チ ー

ム医療を受

けられている 

拠点病院等における

臓器横断的にがん患

者の診断及び治療方

針等を意見交換・共

有・検討・確認等する

ためのカンファレンスの

開催回数 

10 回/月 増加 厚 生 労 働 省

「がん診療連

携 拠 点 病 院

等 の 現 況 報

告」（R4 調査

（ 令 和 ４ 年 ９

月１日時点））

様式 4 

※ 各 施 設 の

月あたり開催

数の合計 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

在宅医療の

提供体制が

整 備 さ れ て

いる 

がん患者に対して在宅

医療を提供する医療

機関数 

92 増加 厚 生 労 働 省

診 療 報 酬 施

設基準：在宅

がん医療総合

診 療 科 の 届

出施設数（令

和５年４月１

日時点） 

がん患者の在宅死亡

割合 

26.8％ 増加 人 口 動 態 調

査（R3） 

在宅医療に

関する普及

啓発資材を

活 用 す る な

ど 、 情 報 周

知を行う 

全てのがん患者やその

家族等に対して、在宅

医療に関する適切な

情報提供を行っている

がん診療を行う医療機

関の割合 

76.92％ 増加 健 康 長 寿 課

調 べ （ 2023

年） 

以降、医療機

能 調 査 （ 予

定） 

多職種チー

ムによる在宅

医療の検討

体制を構築

する 

退院前カンファレンスな

どをとおして、多職種チ

ームによる在宅医療の

検討体制が整備され

ているがん診療を行う

医療機関の割合 

80.77％ 

 

増加 健 康 長 寿 課

調 べ （ 2023

年） 

以降、医療機

能 調 査 （ 予

定） 

が ん 診 療 を

行う医療機

関と在宅医

療機関の連

携を進める 

地 域 の 在 宅 医 療 機

関、がん診療連携登

録歯科医療機関、薬

局及び訪問看護ステ

ーション等との連携を図

り、夜間等における医

療用麻薬の提供体制

等、在宅医療が適切

に実施される体制を整

備しているがん診療を

行う医療機関の割合 

 

 

46.15％ 増加 健 康 長 寿 課

調 べ （ 2023

年） 

以降、医療機

能 調 査 （ 予

定） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

緩 和 ケ ア の

提供体制及

び質の向上

により、がん

患者及びそ

の家族の苦

痛の軽減が

でき、ＱＯＬ

が 向 上 で き

ている 

 

身体的なつらさがある

時に、すぐに医療スタッ

フに相談できると思う患

者の割合 

－ 

【参考】 

H30 患者体験調査類似項目 

70.1％ 

増加 令和５年度患

者 体 験 調 査

（予定） 

 

心のつらさがある時に、

すぐに医療スタッフに相

談できると感じている患

者の割合 

－ 

【参考】 

H30 患者体験調査類似項目 

58.6％ 

増加 

身体の苦痛や気持ち

のつらさを和らげる支援

は十分だと感じる患者

の割合 

－ 増加 

自身の治療について、

関係する医療スタッフ

間で情報が共有されて

いたと感じる患者の割

合 

－ 

【参考】 

H30 患者体験調査類似項目 

87.9％ 

増加 

緩和ケ ア研

修会の受講

を促進する 

緩和ケア研修会受講

者数 

 

 

190 人 増加 がん等におけ

る新たな緩和

ケア研修等事

業（R4 実績） 

自施設の医療従事者

に緩和ケア研修会受

講を求めているがん診

療を行う医療機関の

割合 

84.62％ 増加 健 康 長 寿 課

調 べ （ 2023

年） 

以降、医療機

能 調 査 （ 予

定） 

専門的な緩

和 ケ ア を 提

供 で き る 体

制を整備す

る 

 

 

緩和ケアチームを設置

しているがん診療を行う

医療機関の割合 

76.92％ 増加 健 康 長 寿 課

調 べ （ 2023

年） 

以降、医療機

能 調 査 （ 予

定） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

専門的な緩

和 ケ ア を 提

供 で き る 体

制を整備す

る 

緩和ケアに関する専門

知識を有する医師を配

置しているがん診療を

行う医療機関の割合 

53.85％ 増加 健 康 長 寿 課

調 べ （ 2023

年） 

以降、医療機

能 調 査 （ 予

定） 

緩和ケアに関する専門

知識を有する看護師を

配置しているがん診療

を行う医療機関の割

合 

80.77％ 増加 

緩和ケアに関する専門

知識を有する薬剤師を

配置しているがん診療

を行う医療機関の割

合 

23.08％ 増加 

緩和ケアに関する専門

知識を有する心理士を

配置しているがん診療

を行う医療機関の割

合 

50.00％ 増加 

がん患者の苦痛に対し

主治医が十分な緩和

ケアを提供できないと

判断した場合、速やか

に緩和ケア外来や緩

和ケアチームに紹介し

ているがん診療を行う

医療機関の割合 

84.62％ 増加 

患者の苦痛

の把握に取

り組む 

初診時及び入院時の

がん患者に対し苦痛の

スクリーニングを行ってい

るがん診療を行う医療

機関の割合 

 

 

 

61.54％ 増加 健 康 長 寿 課

調 べ （ 2023

年） 

以降、医療機

能 調 査 （ 予

定） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

患者の苦痛

の把握に取

り組む 

日常診療の定期的な

確認事項として、がん

患者に対し苦痛のスク

リーニングを行っている

がん診療を行う医療機

関の割合 

69.23％ 増加 健 康 長 寿 課

調 べ （ 2023

年）以降、医

療 機 能 調 査

（予定） 

がん患者とそ

の家族等が

治療開始前

に生殖機能

へ の 影 響 に

つ い て 認 識

し 、 適 切 に

意思決定が

できている 

治療開始前に、生殖

機能への影響に関する

説明を受けたがん患

者・家族の割合 

 

 

 

 

 

－ 

【参考】 

H30 患者体験調査類似項目 

36.8％ 

増加 令和５年度患

者 体 験 調 査

（予定） 

がん患者とそ

の家族等へ

生殖機能へ

の 影 響 に つ

い て の 情 報

提供を適切

に行う 

拠点病院等の相談支

援センターにおける「妊

孕性・生殖機能」に関

する相談件数 

６件 増加 厚 生 労 働 省

「がん診療連

携 拠 点 病 院

等 の 現 況 報

告」（R4 調査

（ 令 和 ４ 年 ９

月１日時点））

別紙 11 

※R3.1.1～ 

R3.12.31 

妊 よ う 性 温

存療法及び

温存後生殖

補助医療に

関する体制

を整備する 

妊よう性温存療法及

び温存後生殖補助医

療に関する情報提供、

適切な専門施設への

紹介を含めた診療体

制を整備しているがん

診療を行う医療機関

の割合 

69.23％ 増加 健 康 長 寿 課

調 べ （ 2023

年） 

以降、医療機

能 調 査 （ 予

定） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

妊 よ う 性 温

存療法及び

温存後生殖

補助医療に

関する体制

を整備する 

県内指定医療機関で

の妊よう性温存療法

及び温存後生殖補助

医療の実施件数 

47 件 増加 健 康 長 寿 課

調べ（R4） 

 

(2) 個別のがん対策 

目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

がんの種類・

年 代 ・ 住 ん

で い る地域

に か か わ ら

ず、患者本

位の適切な

医療を受け

られている 

希少がん（口腔がん・咽

頭がん）の５年生存率 

（2014 年診断） 

58.9％ 

 

増加 

令和４年度沖

縄県がん登録

事業報告（令

和 元 年 （ 2019

年 ） の 罹 患 集

計） 

難治がん（膵臓がん）の

５年生存率 

（2014 年診断） 

13.9％ 

 

増加 

小児がん患者の５年生

存率 

－ 増加 ★今後、数値

公 表 が あ り 次

第把握予定 

若年がん患者のがんの

診断・治療全般の総合

評価（平均点又は評価

が高い人の割合） 

－ 

 

増加 令和５年度患

者 体 験 調 査

（予定） 

現在自分らしい日常生

活を送れていると感じる

若年がん患者の割合 

－ 

 

増加 

【再】がんの診断・治療

全般の総合評価（平均

点又は評価が高い人の

割合） 

－ 

【参考】 

H30 患者体験調査類似項目 

平均点：8.2 点 

評価 8 以上：75.5％ 

増加 

「がん治療」を決めるまで

の間に、診断や治療を

受ける診療所や病院を

探すことに困難があった

患者の割合 

－ 

 

減少 

81



 

 
 

目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

希少がん患

者が適切な

医療を受け

ら れ る 体 制

が整っている 

希少がん患者の初診か

ら診断までの時間、診

断から治療開始までの

時間 

－ 減少 令和５年度患

者 体 験 調 査

（予定） 

希少がん患

者の集約化

を図る 

希少がん患者を琉球大

学病院（県拠点病院）

または沖縄県立中部病

院（地域がん診療連携

拠点病院）に紹介する

体制を整備しているがん

診療を行う医療機関の

割合 

76.92％ 増加 健康長寿課調

べ（2023 年） 

以降、医療機

能調査（予定） 

難治性がん

患者が適切

な医療を受

け ら れ る 体

制 が 整 っ て

いる 

難治性がん患者を適切

な医療機関（対応可能

な医療機関等）に紹介

しているがん診療を行う

医療機関の割合 

 

96.15％ 増加 健康長寿課調

べ（2023 年） 

以降、医療機

能調査（予定） 

小児・ＡＹＡ

世代のがん

患者やそ の

家族等が、

適切な情報

を 得 て 、 悩

みを相談出

来る支援に

繋 が り 、 長

期フォローア

ップを含む適

切な医療や

教育、就労

等の支援を

受けられてい

る 

他科と連携の取れた長

期フォローアップ外来を設

けているがん診療を行う

医療機関数 

３ 増加 健康長寿課調

べ（2023 年） 

以降、医療機

能調査（予定） 

がん相談支援センターに

相談した小児がん患者

の数（琉球大学病院） 

９件 増加 小児がん連携

病院現況報告

書（令和４年９

月１日時点） 

治療開始前に就労継

続について説明を受けた

若年がん患者の割合 

－ 増加 令和５年度患

者 体 験 調 査

（予定） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

小児・ＡＹＡ

世代のがん

患者の長期

フォローアップ

を含む適切

な医療を行

う 

小児がんの薬物療法・

手術・放射線療法に携

わる専門的な知識及び

技能を有する医師の人

数（琉球大学病院、沖

縄県立南部医療センタ

ー・こども医療センター） 

薬物療法６人 

手術６人 

放射線療法６人 

増加 小児がん連携

病院現況報告

書（令和４年９

月１日時点） 

ＣＬＩＣ(小児緩和ケア研

修会)を修了した医師の

数（琉球大学病院、沖

縄県立南部医療センタ

ー・こども医療センター） 

４人 増加 

小児がん看護に関する

知識や技能を習得して

いる看護師の人数（琉

球大学病院、沖縄県立

南部医療センター・こど

も医療センター） 

２人 増加 

小児・ＡＹＡ

世代のがん

患者及びそ

の 家 族 等

が 、 教 育 な

ど必要な支

援 を 受 け ら

れ る体制を

整える 

小児・ＡＹＡ世代のがん

患者や経験者、きょうだ

いなどの家族等が、必要

な支援や配慮を受けら

れるよう、相談支援体制

の充実などに取り組んで

いるがん診療を行う医療

機関の割合 

38.46％ 増加 健康長寿課調

べ（2023 年） 

以降、医療機

能調査（予定） 

医療環境にあるこどもや

家族への療養支援に関

する専門的な知識及び

技能を有する者の人数

（琉球大学病院、沖縄

県立南部医療センター・

こども医療センター） 

５人 増加 小児がん連携

病院現況報告

書（令和４年９

月１日時点） 

83



 

 
 

目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

高齢者の特

性 に 応 じ た

適切な医療

を患者が望

ん だ 場所で

受けられてい

る 

当該がん医療圏におい

て、地域の医療機関や

在宅療養支援所等の

医療・介護従事者とが

んに関する医療提供体

制や社会的支援、緩和

ケアについて情報を共有

し、役割分担や支援等

について検討を行ってい

るがん診療を行う医療

機関の割合 

65.38％ 増加 健康長寿課調

べ（2023 年） 

以降、医療機

能調査（予定） 

高齢のがん

患者の特性

に 応 じ た 適

切な医療を

提供する 

意思決定能力を含む機

能評価を行い、各種ガ

イドラインに沿って、個別

の状況を踏まえた高齢の

がん患者の特性に応じ

た適切な医療を提供し

ているがん診療を行う医

療機関の割合 

69.23％ 増加 健康長寿課調

べ（2023 年） 

以降、医療機

能調査（予定） 

高齢のがん

患者やそ の

家族等に、

適切な情報

を提供する 

【再】患者や家族に対し

必要に応じて、アドバン

ス・ケア・プランニングを行

っているがん診療を行う

医療機関の割合 

84.62％ 増加 健康長寿課調

べ（2023 年） 

以降、医療機

能調査（予定） 

地域がん診

療病院にお

い て 、 標 準

治療が実施

されている 

離島及びへき地地域に

おけるがん診療を行う医

療機関のがん登録の割

合 

 

 

786 件 増加 厚 生 労 働 省

「がん診療連携

拠点病院等の

現況報告」（R4

調 査 （ 令 和 ４

年 ９ 月 １ 日 時

点））様式 4 

※R3.1.1～ 

R4.12.31 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

正しい情報

を 基 に 、 患

者が自ら選

択した医療

機関を受診

できている 

離島及びへき地地域に

おける拠点病院等の新

規相談件数 

503 件 増加 厚 生 労 働 省

「がん診療連携

拠点病院等の

現況報告」（R4

調 査 （ 令 和 ４

年 ９ 月 １ 日 時

点））別紙 11 

※R3.1.1～ 

R4.12.31 

離島及びへ

き 地 の が ん

患者が、居

住地以外の

医療機関を

受診する際

の渡航費等

の支援を実

施する 

沖縄県離島患者等通

院費支援事業を活用す

る市町村数 

15 18 沖縄県離島患

者等通院費支

援事業実績報

告（R４実績） 

 

(3) これらを支える基盤の整備 

目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

「がん予防」

「がん医療の

充実」「がん

との共生」を

支える基盤

を 整 備 す る

ことで、本県

のがん対策

の推進が図

られている 

 

 

 

 

一般の人が受けられ

るがん医療は数年前

と比べて進歩したと思

う患者の割合 

－ 

【参考】 

H30 患者体験調査類似項目 

91.2％ 

増加 

 

 

令和５年患者

体験調査（予

定） 

【再】現在自分らしい

日常生活を送れてい

ると感じるがん患者の

割合 

－ 

【参考】 

H30 患者体験調査類似項目 

86.1％ 

増加 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

必要な知識

を 持 っ た 専

門的人材が

増加し、適

正に配置さ

れている 

 

認定看護師等が配

置されている拠点病

院等の数 

がん化学療法看護 

がん放射線療法看

護 

がん性疼痛看護 

がん看護専門看護

師 

 

 

 

３ 

３ 

 

１ 

２ 

 

 

 

６ 

６ 

 

６ 

６ 

日本看護協会

HP 分野別都

道府県別登録

者検索（令和 

５年９月 20 日

時点） 

がん専門薬剤師が配

置されている拠点病

院等の数 

２ ６ 日本医療薬学

会 HP 専門薬

剤師認定者一

覧（令和５年４

月現在） 

放射線治療専門医

が配置されている拠

点病院の数 

３ 維持 日本放射線腫

瘍学会

(JASTRO）

HP(令和４年

10 月現在) 

がん薬物療法専門

医が配置されている

拠点病院等の数 

２ ６ 日本臨床腫瘍

学会HP がん薬

物療法専門医

認 定 者 一 覧

(令和５年５月

現在) 

病理専門医が配置さ

れている拠点病院等

の数 

３ ６ 厚 生 労 働 省

「がん診療連携

拠点病院等の

現況報告」（R4

調査（令和４年

９ 月 １ 日 時

点）） 
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目標・施策 指標 現状値(県) 目標値 出典 

専門的な医

療従事者を

育成する 

院内の看護師を対

象として、がん看護に

関する総合的な研修

を定期的に実施して

いる回数 

16 回 増加 厚 生 労 働 省

「がん診療連携

拠点病院等の

現況報告」（R4

調査（令和４年

９ 月 １ 日 時

点））様式４ 

※R3.1.1～ 

R4.12.31 

デ ー タ の 収

集 ・ 分 析 が

行 わ れ 、 が

ん登録情報

が 、 が ん 対

策 ・ 研 究 に

利活用され

ている 

ＭＩ比 

※罹患数と死亡数と

の比 

0.37 0.4～

0.45 

令和４年度沖

縄県がん登録

事業報告書

(令和元年

（2019 年）の罹

患集計) 

ＤＣＯ％ 

※死亡情報のみで登

録された患者の割合 

1.20％ 10％ 

以下 

全国がん登録の利用

件数 

６ 増加 健康長寿課調

べ(R4) 
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